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本市の三重とこわか国体は、
９月４日の新体操から始まりま
す。
新体操はボール、フープ、ク
ラブ、リボンといった手

しゅ

具
ぐ

を使
いながら音楽に合わせた演技を
行い、芸術性を競う競技です。
国体では、少年女子の都道府
県対抗で、「個人競技」と５人で
演技を行う「団体競技」の合計
得点で順位を競います。
大きさも形も異なるさまざま

な手具を意のままに操る技の巧
みさや、手具と身体が一体化し
た美しさ、華麗でダイナミック
な動き、音楽に溶け込んだ芸術
性の高い演技が魅力です。
また、団体競技では、選手同
士の手具交換や多彩なフォーメ
ーションの展開など、スピード
感あふれる息の合った一体感あ
る動きも見どころです。
会場でご覧の際は、演技の最
初と最後、また難しい技が成功
したときなど、ぜひ大きな拍手

で応援してください。
三重とこわか国体・三重とこ

わか大会を一緒に盛り上げてい
きましょう。
■競技日程
　９月４日（土）
　　・５日（日）
■競技会場
　四日市市
　総合体育館

　次回は、体操競技をご紹介し
ます。→

表題のタイトルは、今年度の
博物館の年間コンセプトです。
今、私たちは新型コロナウイ
ルス感染症の影響で、今までは
いつでもできたことができなく
なり、人と出会うこともなるべ
く避けなくてはならない状況が
当たり前になっています。
博物館（ミュージアム）にと
っての新しい日常とは、これま
で日常の中の非日常を提供して
きたミュージアムが、非日常の

中で日常的なサービスを提供す
ることに他なりません。
日々の暮らしの中に特別な時
間を提供してきたミュージアム
は、困難な状況にあっても皆さ
んに当たり前の幸せ（いつもの
とくべつ）を感じられる時空間
を提供することを今年度のコン
セプトとしています。
入館時にはマスクの着用や手
指消毒など感染症対策へのご協
力をお願いせざるを得ない状況
が続き、ご不便をおかけしてい

ますが、皆さんに「いつものと
くべつ」が届けられるように、特
別展やプラネタリウム番組など
を提供していきます。ぜひ、お
越しください。

→

第55回

「いつものとくべつ」
博物館・プラネタリウム（☎355−2700　FAX355−2704）

第10回

→

新体操～手具と音楽を使った芸術～
国体推進課（☎340−0234　FAX354−8338）

→

現在投映中のプラネタリウム番組
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